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2026 年 10月 7日 

愛広発 情報 BOX 26-21 
 

【取材のご案内】愛知大学創立 80 周年記念特別展 

「第 7 回愛知大学名誉博士 平松礼二展」 

10 月 31 日（土）マスコミ向け内覧会を開催 
 

愛知大学は、創立 80 周年記念特別展として、卒業生であり、本学名誉博士でもある日本画家・平松

礼二氏の展覧会「第 7回愛知大学名誉博士 平松礼二展 遥かなるジャポニスムへの路」を、2026年

11月 1日（日）から 11月 11日（水）まで、豊橋キャンパスの愛知大学記念館で開催いたします。 

一般公開に先立ち、10月 31日（土）にマスコミ向け内覧会を開催します。当日は平松礼二氏本人

によるギャラリートークを行い、作品について直接解説いただく予定です。 

本年は、印象派を代表する画家クロード・モネの没後 100年にあたり、世界各地でモネに関連する

展覧会が開催されています。平松氏の作品も、現在フランスの美術館で開催されているモネ没後 100

年を記念した展覧会に出展されています。 

本展では、モネの庭をモチーフとした近年の代表作を中心に、未発表の最新作も展示します。「日

本画」からフランス・ジヴェルニーのモネの庭を題材とした作品まで、平松氏の画業の歩みと、現

在も進化を続ける絵画の魅力をご覧いただけます。 

報道関係の皆様におかれましては、ぜひ 10月 31日の内覧会にお越しいただき、ご取材くださいま

すようお願いいたします。 

■マスコミ向け内覧会 

日時 2026年 10月 31 日（土）13：00～15：00 

会場 愛知大学 豊橋キャンパス 愛知大学記念館 2階 

主なスケジュール 

13：00     集合 

13：00～14：00 内覧会・平松礼二氏によるギャラリートーク 

14：00～14：30 愛知大学記念館見学 

14：30～14：50 質疑応答 

15：00      終了予定 

※愛知大学記念館は国の登録有形文化財に指定されています。 

■展覧会開催概要【参考】 

展覧会名 

愛知大学創立 80 周年記念特別展 

「第 7回愛知大学名誉博士 平松礼二展 遥かなるジャポニス

ムへの路」 

平松礼二展特設サイトはこちらをご覧ください⇒ 

会期 2026年 11月 1日（日）～11月 11日（水） 

開館時間 10：00～16：00 

会場 愛知大学 豊橋キャンパス 愛知大学記念館 2階 

入場料 無料 

休館日 会期中無休 

※11月 1日（日）には、平松礼二氏による講演会を開催します。また、11月 7日（土）・8日

（日）には、古川美術館学芸員・小柳津綾子氏によるギャラリートークを実施します。 

報 道 機 関 各位 
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■11 月 1日（日）関連イベント 

愛知大学ホームカミングデー2026 in Toyohashi 

11 月 1日（日）は、豊橋キャンパスにおいて「愛知大学ホームカミングデー2026 in Toyohashi」を

開催します。卒業生・在学生およびそのご家族・ご友人、教職員をはじめ、地域の皆さまにもお楽

しみいただけるイベントを実施します。 

 

日時：2026 年 11 月 1日（日）10：00～14：00 

会場：愛知大学 豊橋キャンパス 

参考：ホームカミングデー特設ページ（愛知大学創立 80周年記念サイト内）⇒ 

 

なかでも、13：00からは、本展の開催を記念して、日本画家・愛知大学名誉博士の平松礼二氏によ

る講演会を開催します（講演会は事前申込制）。平松氏が、これまでの創作への思いや日本画の魅

力について語ります。 

 

そのほか、元中日ドラゴンズ・祖父江大輔氏によるラジオ特別番組の公開収録、国際政治学者・柯

隆氏による講演会、ドローンショー、学生によるキャンパスツアー、軽トラ市などを予定していま

す。豊橋キャンパス大学祭「穂国祭」も同時開催されます。 

「愛知大学ホームカミングデー2026 in Toyohashi」のプレスリリースについては、近日中にご案内

予定です。 

 

■取材について 

10 月 31日（土）の内覧会では、平松礼二氏本人による作品解説の様子や展示作品の取材・撮影、内

覧会終了後のマスコミ対応を予定しています。 

取材をご希望の報道機関におかれましては、10 月 30 日（金）午前中までに広報課までご連絡願いま

す。 
 

◆お問い合わせ 

愛知大学 企画部 広報課 

TEL：052-564-6180 

E-mail: koho@ml.aichi-u.ac.jp  
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